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名大･理 高 安 秀 樹
放電パターン,ひび割れ,微粒子凝集体,血管,河川等,自然界にはよく似た形をした分岐
を伴 うフラクタル構造が沢山ある｡これらの構造の成因には,何か共通したものがあることが
予想される｡そのための手掛 りを得る為,まず放電のシミュレーションを行ってみた｡
放電のシミュレーションとしては,沢田ら1)のホットチップモデルと呼ばれるランダムな
成長モデルが最初である｡昨年提案された Niemeyerら2)のモデルは, パターンの成長確率
が局所的な電場の強さに比例するもので,よい結果を与えている｡
それに対 し,ここでは,放電の素過程を場の量である電気抵抗の非線型不可逆な応答とみな
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